
一
頁

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
は
く
奪
し
」
を
「剝

奪
し
」
に
、
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
、
「
本
人
確
認
」
を
「
本
人
特
定
事
項
（
第

四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
本
人
特
定
事
項
を
い
う
。
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
の
確
認
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
第
四
十
三
号
を
第
四
十
六
号
と
し
、
第
三
十
九
号
か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

第
三
十
八
号
中
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に
、
「
第
二
十
条
第
一
項
第
十
一
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、
「
連
絡
す
る
」
を

「
連
絡
し
、
若
し
く
は
当
該
顧
客
宛
て
の
若
し
く
は
当
該
顧
客
か
ら
の
当
該
電
話
番
号
に
係
る
電
話
を
当
該
顧
客
が
指
定
す
る

電
話
番
号
に
自
動
的
に
転
送
す
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
十
一
号
と
し
、
同
項
第
三
十
七
号
を
同
項
第
四
十
号
と
し
、

同
項
第
三
十
六
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
別
表
」
に
、
「
第
二
十
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
十

五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
九
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
五
号
を
第
三
十
八
号
と
し
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
四

号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
十
一
号
の
二
を
第
三
十
四
号
と
し
、
第
三
十
一
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
三
十
号
を

第
三
十
二
号
と
し
、
第
二
十
九
号
を
第
三
十
一
号
と
し
、
第
二
十
八
号
の
二
を
第
三
十
号
と
し
、
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号

と
し
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
五
号
の
二
を
第
十
六
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を



二
頁

加
え
る
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
顧
客
等
」
と
は
、
顧
客
（
前
項
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
た
る

顧
客
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
中
「
本
人
確
認
」
を
「
顧
客
等
の
本
人
特
定
事
項
等
の
確
認
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
取
引
時
確
認
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
」
を
「
第
二
条
第

二
項
第
四
十
二
号
」
に
、
「
第
八
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、
「
顧
客
（
同
項
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て

は
、
利
用
者
た
る
顧
客
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
（
以
下
「
顧
客
等
」
と
い
う
。
）

」
を
「
顧
客
等
」
に
、
「
次
の
表
」
を
「
別
表
」
に
、
「
以
下
「
特
定
取
引
」
と
い
う
」
を
「
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定

取
引
」
と
い
い
、
同
項
前
段
に
規
定
す
る
取
引
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
」
に
改
め
、
「
運
転
免
許
証
の
提
示
を
受
け
る
方
法

そ
の
他
の
」
を
削
り
、
「
本
人
特
定
事
項
（
当
該
顧
客
等
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
氏
名
、
住
居
（
本
邦
内
に
住
居

を
有
し
な
い
外
国
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）
及
び
生
年
月
日
を
い
い
、
当
該
顧
客

等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
名
称
及
び
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
次
の
各

号
（
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
）
に
掲
げ
る
事
項
」



三
頁

に
改
め
、
「
（
以
下
「
本
人
確
認
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

本
人
特
定
事
項
（
自
然
人
に
あ
っ
て
は
氏
名
、
住
居
（
本
邦
内
に
住
居
を
有
し
な
い
外
国
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）
及
び
生
年
月
日
を
い
い
、
法
人
に
あ
っ
て
は
名
称
及
び
本
店
又
は
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二

取
引
を
行
う
目
的

三

当
該
顧
客
等
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
職
業
、
当
該
顧
客
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
事
業
の
内
容

四

当
該
顧
客
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
経
営
を
実
質
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
関
係
に
あ

る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
者
が
あ
る
と
き
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
本
人
特
定
事
項

第
四
条
第
四
項
中
「
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
等
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
及
び

代
表
者
等
」
の
下
に
「
（
前
二
項
に
規
定
す
る
現
に
特
定
取
引
等
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
自
然
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」

を
加
え
、
「
本
人
確
認
」
を
「
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
（
以
下
「
取
引
時
確
認
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
の

本
人
特
定
事
項
」
を
「
当
該
取
引
時
確
認
に
係
る
事
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
顧
客
等
が



四
頁

」
を
「
特
定
事
業
者
と
の
間
で
現
に
特
定
取
引
等
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
自
然
人
が
顧
客
等
と
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

顧
客
等
が
」
に
、
「
そ
の
他
の
」
を
「
そ
の
他
」
に
、
「
で
あ
る
場
合
」
を
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
国
等
」
と
い
う
。

）
で
あ
る
と
き
」
に
改
め
、
「
、
当
該
顧
客
等
の
た
め
に
当
該
特
定
事
業
者
と
の
間
で
現
に
特
定
取
引
の
任
に
当
た
っ
て
い
る

自
然
人
を
顧
客
等
と
み
な
し
て
」
を
削
り
、
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
「
を
適
用
す
る
」
を
「
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
顧
客
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

国
等
（
人
格
の
な
い

第
一
項

次
の
各
号
（
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
か

第
一
号

社
団
又
は
財
団
を
除

ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

く
。
）

に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
）

第
一
項

本
人
特
定
事
項

当
該
特
定
事
業
者
と
の
間
で
現
に
特

第
一
号

定
取
引
等
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
自

然
人
の
本
人
特
定
事
項

第
二
項

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
取
引

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項



五
頁

が
そ
の
価
額
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る

財
産
の
移
転
を
伴
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
資

産
及
び
収
入
の
状
況
（
第
二
条
第
二
項
第
四

十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特

定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
前
項
第
一
号
に
掲

げ
る
事
項
）

人
格
の
な
い
社
団
又

第
一
項

次
の
各
号

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

は
財
団

第
一
項

本
人
特
定
事
項

当
該
特
定
事
業
者
と
の
間
で
現
に
特

第
一
号

定
取
引
等
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
自

然
人
の
本
人
特
定
事
項

第
一
項

当
該
顧
客
等
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

事
業
の
内
容

第
三
号

て
は
職
業
、
当
該
顧
客
等
が
法
人
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
事
業
の
内
容



六
頁

第
二
項

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
取
引

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲

が
そ
の
価
額
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る

げ
る
事
項

財
産
の
移
転
を
伴
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
資

産
及
び
収
入
の
状
況

第
四
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
の
本
人
確
認
を
」
を
「
に
つ
い
て
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
確
認
を
」
に
、
「
特
定
取
引
を
」
を
「
第
一
項
又
は
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
取
引
（
以
下
「
特
定
取
引
等
」
と
い
う
。

）
を
」
に
、
「
特
定
取
引
の
」
を
「
特
定
取
引
等
の
」
に
、
「
本
人
確
認
に
」
を
「
当
該
確
認
に
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
代

表
者
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
、
本
人
確
認
」
を
「
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
の
本
人
特
定
事

項
の
確
認
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

特
定
事
業
者
は
、
顧
客
等
と
の
間
で
、
特
定
業
務
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
取
引
を
行
う
に
際
し
て
は

、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
顧
客
等
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
取
引
が
そ
の
価

額
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
財
産
の
移
転
を
伴
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
資
産
及
び
収
入
の
状
況
（
第
二
条
第
二
項
第
四

十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
）
の
確
認
を
行
わ
な
け



七
頁

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
取
引
に
際
し
て
行
う
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の

確
認
は
、
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
関
連
取
引
時
確
認
を
行
っ
た
際
に
採
っ
た
当
該
事
項
の
確
認
の
方
法
と
は
異
な
る

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
資
産
及
び
収
入
の
状
況
の
確
認
は
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
べ
き
場
合

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
取
引
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

イ

取
引
の
相
手
方
が
、
そ
の
取
引
に
関
連
す
る
他
の
取
引
の
際
に
行
わ
れ
た
前
項
若
し
く
は
こ
の
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
（
ロ
に
お
い
て

「
関
連
取
引
時
確
認
」
と
い
う
。
）
に
係
る
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
（
第
六
項
に
規
定
す
る
代
表
者
等
を
い
う
。
ロ
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
な
り
す
ま
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
取
引

ロ

関
連
取
引
時
確
認
が
行
わ
れ
た
際
に
当
該
関
連
取
引
時
確
認
に
係
る
事
項
を
偽
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
顧
客
等
（
そ

の
代
表
者
等
が
当
該
事
項
を
偽
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
顧
客
等
を
含
む
。
）
と
の
取
引

二

特
定
取
引
の
う
ち
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
制
度
の
整
備
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

る
国
又
は
地
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
国
等
」
と
い
う
。
）
に
居
住
し
又
は
所
在



八
頁

す
る
顧
客
等
と
の
間
に
お
け
る
も
の
そ
の
他
特
定
国
等
に
居
住
し
又
は
所
在
す
る
者
に
対
す
る
財
産
の
移
転
を
伴
う
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
の
た
め
に
厳
格
な
顧
客
管
理
を
行
う
必
要
性
が
特
に

高
い
と
認
め
ら
れ
る
取
引
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

３

第
一
項
の
規
定
は
、
当
該
特
定
事
業
者
が
他
の
取
引
の
際
に
既
に
同
項
又
は
前
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
（
当
該
確
認
に
つ
い
て
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
記

録
の
作
成
及
び
保
存
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
て
い
る
顧
客
等
と
の
取
引
（
こ
れ
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
取
引
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
条
中
「
特
定
取
引
」
を
「
特
定
取
引
等
」
に
、
「
本
人
確
認
」
を
「
取
引
時
確
認
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
本
人
確
認
記
録
」
を
「
確
認
記
録
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
本
人
確
認
を
」
を
「
取
引
時
確
認

を
」
に
、
「
本
人
特
定
事
項
、
本
人
確
認
」
を
「
当
該
取
引
時
確
認
に
係
る
事
項
、
当
該
取
引
時
確
認
」
に
、
「
本
人
確
認
記

録
」
を
「
確
認
記
録
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
本
人
確
認
記
録
を
、
特
定
取
引
」
を
「
確
認
記
録
を
、
特
定
取
引
等
」
に

改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
本
人
確
認
記
録
」
を
「
確
認
記
録
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
か
ら
第
四



九
頁

十
三
号
ま
で
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
、
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
」
の
下

に
「
（
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
の
中
欄
に
規
定
す
る
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
本
人
確
認
記
録
」
を
「
確
認
記
録
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
六

号
ま
で
」
に
改
め
、
「
除
く
。
）
は
」
の
下
に
「
、
取
引
時
確
認
の
結
果
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
」
を
加
え
、
同
条
を
第

八
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
号
の
二
」
を
「
第
三
十
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
取
引
時
確
認
等
を
的
確
に
行
う
た
め
の
措
置
）

第
十
条

特
定
事
業
者
は
、
取
引
時
確
認
、
取
引
記
録
等
の
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
の
措
置
を
的
確
に
行
う
た
め
、

当
該
取
引
時
確
認
を
し
た
事
項
に
係
る
情
報
を
最
新
の
内
容
に
保
つ
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
使
用
人
に

対
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一
〇
頁

第
二
十
九
条
中
「
第
二
十
条
第
六
項
各
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
六
項
各
号
」
に
、
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
五

条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
の
二
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
号
」
に
、
「
こ
の
条
」
を
「
こ

の
項
」
に
、
「
五
十
万
円
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
」
に
、
「
処
す
る
」
を
「
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す

る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
二
年
」
を
「
三
年
」
に
、
「
三
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条

と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
「
）
と
の
間
に
お
け
る
預
貯
金
契
約
」
の
下
に
「

（
別
表
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
預
貯
金
契
約
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
五
十
万
円
」
を
「
一
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
百
万
円
」
に
、
「
処
す
る
」
を
「
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
二
年
」
を
「
三

年
」
に
、
「
三
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。



一
一
頁

第
二
十
五
条
中
「
本
人
特
定
事
項
を
隠
ぺ
い
す
る
」
を
「
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
の
本
人
特
定
事
項
を
隠
蔽
す
る
」
に
、
「

第
四
条
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第
六
項
」
に
、
「
違
反
し
た
」
を
「
違
反
す
る
行
為
（
当
該
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
の
本
人
特

定
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
」
に
、
「
五
十
万
円
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
」
に
、
「
処
す
る

」
を
「
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
号
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
、
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
第
十
九
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
六
号
」

を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号

」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
六
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
、
第
二
十
六
号
か
ら
第



一
二
頁

二
十
八
号
の
二
ま
で
及
び
第
四
十
二
号
」
を
「
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
、
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
、
第
二

十
七
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
及
び
第
四
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
九
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
改
め
、
同
項

第
十
六
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、

同
項
第
十
五
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し

、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
六
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号

と
し
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
及
び
第
三
十
七
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
七

号
、
第
三
十
八
号
及
び
第
四
十
号
」
に
、
「
同
項
第
三
十
八
号
」
を
「
同
項
第
四
十
一
号
」
に
、
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
三
号
及
び
第
四
十
三
号
」
を
「
第
二
条
第
二

項
第
三
十
六
号
及
び
第
四
十
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
二

号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
五
号
」
に
、
「
同
項
第
三
十
八
号
」
を
「
同
項
第
四
十
一
号
」
に
、
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」

に
、
「
連
絡
す
る
」
を
「
連
絡
し
、
又
は
顧
客
宛
て
の
若
し
く
は
顧
客
か
ら
の
電
話
を
当
該
顧
客
が
指
定
す
る
電
話
番
号
に
自

動
的
に
転
送
す
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号

」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
二
条



一
三
頁

第
二
項
第
三
十
号
か
ら
第
三
十
一
号
の
二
ま
で
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
九
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
一
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
五
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
六
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
二
中
「
第
二
条
第
二
項
第
十
五
号
の
二
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
十
六
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
条
に
」
を
「
第
九
条
に

」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
七
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
に
改
め
、
「
行
う
場
合
」
の

下
に
「
及
び
同
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
う
ち
質
屋
営
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
の
許

可
を
受
け
た
者
が
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
流
質
物
で
あ
る
貴
金
属
等
の
売
却
の
業
務
を
行
う
場
合
」
を
加
え
、
「
当
該
業
務

」
を
「
こ
れ
ら
の
業
務
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
九
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
」
を
「
第
八
条
、
第
十
六
条
及
び

第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
及
び
第
二
十
二
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
一
号
及

び
第
二
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
一
号
、
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第

二
項
第
二
十
二
号
、
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
九
条
及
び
第
十
三
条
か
ら
第
十
七
条
ま

で
」
を
「
第
八
条
及
び
第
十
四
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。



一
四
頁

第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
八
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を

「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
項
」
に
、
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
条
」
を
「
第

九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
九
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
九
条
」
を
「
第
八
条
」
に
、
「
収
税
官
吏
、
税
関
職
員
、
徴
税
吏
員
」
を
「
税
関
職
員
」
に
、
「

第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
若
し
く
は
同
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
罪
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
十
条
第
三
項
」
を
「

別
表
若
し
く
は
第
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
罪
、
同
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規
定
す
る
罪
、
組
織

的
犯
罪
処
罰
法
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。



一
五
頁

（
弁
護
士
等
に
よ
る
本
人
特
定
事
項
の
確
認
等
に
相
当
す
る
措
置
）

第
十
一
条

弁
護
士
等
に
よ
る
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
の
本
人
特
定
事
項
の
確
認
、
確
認
記
録
の
作
成
及
び
保
存
、
取
引
記
録

等
の
作
成
及
び
保
存
並
び
に
こ
れ
ら
を
的
確
に
行
う
た
め
の
措
置
に
相
当
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
二
項
第
四
十

三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
例
に
準
じ
て
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
会
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

第
五
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
会
則
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
等
が
行
う
本

人
特
定
事
項
の
確
認
に
相
当
す
る
措
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

政
府
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
し
、
相
互
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条

削
除

附
則
第
四
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
経
過
措
置
）
」
を
付
す
る
。

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）

第
二
条
第
二
項
第
一
号
か

金
融
に
関
す
る
業
務
そ
の
他
の
政
令
で
定

預
貯
金
契
約
（
預
金
又
は
貯
金
の
受
入
れ
を



一
六
頁

ら
第
三
十
六
号
ま
で
に
掲

め
る
業
務

内
容
と
す
る
契
約
を
い
う
。
）
の
締
結
、
為

げ
る
者

替
取
引
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
三
十
七

同
号
に
規
定
す
る
業
務

同
号
に
規
定
す
る
物
品
の
賃
貸
借
契
約
の
締

号
に
掲
げ
る
者

結
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
三
十
八

同
号
に
規
定
す
る
業
務

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
交
付
又
は
付
与
を

号
に
掲
げ
る
者

内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で

定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
三
十
九

宅
地
建
物
取
引
業
の
う
ち
、
宅
地
（
宅
地

宅
地
又
は
建
物
の
売
買
契
約
の
締
結
そ
の
他

号
に
掲
げ
る
者

建
物
取
引
業
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す

の
政
令
で
定
め
る
取
引

る
宅
地
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

同
じ
。
）
若
し
く
は
建
物
（
建
物
の
一
部

を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
売
買
又
は
そ
の
代
理
若
し
く
は
媒
介



一
七
頁

に
係
る
も
の

第
二
条
第
二
項
第
四
十
号

貴
金
属
等
の
売
買
の
業
務

貴
金
属
等
の
売
買
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政

に
掲
げ
る
者

令
で
定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
四
十
一

同
号
に
規
定
す
る
業
務

同
号
に
規
定
す
る
役
務
の
提
供
を
行
う
こ
と

号
に
掲
げ
る
者

を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令

で
定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
四
十
三

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

号
に
掲
げ
る
者

九
十
七
号
）
第
三
条
若
し
く
は
第
二
十
九

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定

条
に
定
め
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
に
付
随
し

め
る
取
引

、
若
し
く
は
関
連
す
る
業
務
の
う
ち
、
顧

客
の
た
め
に
す
る
次
に
掲
げ
る
行
為
又
は

手
続
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
の
代
理
又
は
代
行
（
以
下
こ
の



一
八
頁

表
に
お
い
て
「
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等

」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の

一

宅
地
又
は
建
物
の
売
買
に
関
す
る
行

為
又
は
手
続

二

会
社
の
設
立
又
は
合
併
に
関
す
る
行

為
又
は
手
続
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る

会
社
の
組
織
、
運
営
又
は
管
理
に
関
す

る
行
為
又
は
手
続
（
会
社
以
外
の
法
人

、
組
合
又
は
信
託
で
あ
っ
て
政
令
で
定

め
る
も
の
に
係
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
行
為
又
は

手
続
を
含
む
。
）

三

現
金
、
預
金
、
有
価
証
券
そ
の
他
の



一
九
頁

財
産
の
管
理
又
は
処
分
（
前
二
号
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
二
条
第
二
項
第
四
十
四

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

号
に
掲
げ
る
者

号
）
第
一
条
の
二
、
第
一
条
の
三
若
し
く

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定

は
第
十
三
条
の
六
に
定
め
る
業
務
又
は
こ

め
る
取
引

れ
ら
に
付
随
し
、
若
し
く
は
関
連
す
る
業

務
の
う
ち
、
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に

係
る
も
の

第
二
条
第
二
項
第
四
十
五

公
認
会
計
士
法
第
二
条
第
二
項
若
し
く
は

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

号
に
掲
げ
る
者

第
三
十
四
条
の
五
第
一
号
に
定
め
る
業
務

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定

又
は
こ
れ
ら
に
付
随
し
、
若
し
く
は
関
連

め
る
取
引

す
る
業
務
の
う
ち
、
特
定
受
任
行
為
の
代

理
等
に
係
る
も
の



二
〇
頁

第
二
条
第
二
項
第
四
十
六

税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

号
に
掲
げ
る
者

三
十
七
号
）
第
二
条
若
し
く
は
第
四
十
八

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定

条
の
五
に
定
め
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
に
付

め
る
取
引

随
し
、
若
し
く
は
関
連
す
る
業
務
の
う
ち

、
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
係
る
も
の

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第
九
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
附
則
第
三
条
の
前
の
見

出
し
を
削
る
改
正
規
定
、
同
条
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四
条
の
前
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条

の
規
定

公
布
の
日

二

第
二
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
の
二
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
号
」
に
改
め



二
一
頁

る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条

に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
五
十
万
円
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
」
に
、
「
処
す
る
」
を
「
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
条
第
三
項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
（
「
五
十

万
円
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
」
に
、
「
処
す
る
」
を
「
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」
に
改
め
る

部
分
に
限
る
。
）

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
（
同
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
う
ち
顧
客
宛
て
の
又
は
顧
客
か
ら
の
電
話

を
当
該
顧
客
が
指
定
す
る
電
話
番
号
に
自
動
的
に
転
送
す
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
を
行
う
者
（
第
四
項
第
四
号
に
お
い
て

「
新
規
特
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
二
項
第
四
十
二
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
を
除
く

。
以
下
単
に
「
特
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
の
取
引
の
際

に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
本
人
確
認
（
当
該
本
人
確
認
に
つ
い
て
旧
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
本
人
確
認
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を



二
二
頁

し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
て
い
る
新
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
顧
客
等
（
新
法
第
四
条
第
五

項
に
規
定
す
る
国
等
（
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
単
に
「
国
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
と
の
間
で
行
う
施
行
日
以
後
の

取
引
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
取
引
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
第
四
項
第
一
号
に

お
い
て
「
第
一
項
施
行
日
以
後
取
引
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
新
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
次
の
各
号
（
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
）
」

と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
と
す
る
。

２

特
定
事
業
者
が
、
施
行
日
前
の
取
引
の
際
に
旧
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
本
人
確
認
（
当
該
本
人
確
認
に
つ
い
て

旧
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
本
人
確
認
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
て
い

る
新
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
顧
客
等
（
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
に
限
る
。
）
と
の
間
で
行
う
施
行
日
以
後
の
取

引
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
取
引
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
第
四
項
第
二
号
に
お

い
て
「
第
二
項
施
行
日
以
後
取
引
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
新
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

五
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
（
第
二
条
第
二
項
第

四
十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
及
び
第
三
号



二
三
頁

」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
当
該
顧
客
等
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
職
業
、
当
該
顧
客
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
事
業
の
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
の
内
容
」
と
す
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
新
法
第
四
条
第
三
項
中
「
同
項
又
は
前
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
一
項
の
規
定
又
は
前
項
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
第
一
項
の
規
定
又
は
第
二
項
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
」
と
、
新
法

第
六
条
第
二
項
中
「
確
認
記
録
」
と
あ
る
の
は
「
確
認
記
録
（
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
保
存

に
係
る
本
人
確
認
記
録
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
新
法
第
十
七
条
中
「
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
改
正

法
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
四
条
第
一
項
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項



二
四
頁

（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と

す
る
。

４

次
に
掲
げ
る
取
引
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

第
一
項
施
行
日
以
後
取
引
が
第
一
項
に
規
定
す
る
施
行
日
前
の
取
引
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
第
一
項
施
行
日
以
後
取
引

二

第
二
項
施
行
日
以
後
取
引
が
第
二
項
に
規
定
す
る
施
行
日
前
の
取
引
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
第
二
項
施
行
日
以
後
取
引

三

特
定
事
業
者
が
、
施
行
日
前
の
取
引
の
際
に
旧
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
本
人
確
認
（
当
該
本
人
確
認
に
つ
い

て
旧
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
本
人
確
認
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
新

法
第
四
条
第
一
項
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
を
除
き
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
相
当
す
る
確
認
（
当
該
確
認
に
つ
い
て
新
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
記
録
に
相

当
す
る
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
て
い
る
新
法
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
顧
客
等
（
国
等
（
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
と
の
間
で
行
う
施
行
日
以
後
の
取
引
（



二
五
頁

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
取
引
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

四

新
規
特
定
事
業
者
が
、
施
行
日
前
の
取
引
の
際
に
新
法
第
四
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
相
当
す
る
確
認

（
当
該
確
認
に
つ
い
て
新
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
記
録
に
相
当
す
る
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を
し
て
い
る
場

合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
て
い
る
新
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
顧
客
等
と
の
間
で
行
う
施
行
日
以
後
の

取
引
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
取
引
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。



理

由

最
近
に
お
け
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
に
係
る
状
況
等
に
鑑
み
、
電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
規
制
対
象
の
事
業
者
に

加
え
る
と
と
も
に
、
規
制
対
象
の
事
業
者
が
一
定
の
取
引
に
際
し
顧
客
等
に
つ
い
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
追
加

、
預
貯
金
通
帳
の
不
正
譲
渡
等
に
係
る
罰
則
の
強
化
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ

る
。


